


令和3年度令和3年度

「「WEBWEB de かけがわ 議会報告会de かけがわ 議会報告会」」

～市民により開かれた議会を目指して～

　市民の皆さんに、掛川市議会がどんな活動をしているのか、また、市の重要課題にどう対応
しているのかを知っていただくとともに、ご意見を伺い議会活動に活かすため議会報告会を
行いました。
　本年度も、新型コロナウイルス感染症の終息が依然として見込まれないため、会場開催を
見送り、動画配信による「ＷＥＢ de かけがわ議会報告会」という形で実施いたしました。

多くの皆さんのご視聴・ご意見 ありがとうございました。

全般的な感想や議会に関するご意見、ご要望について全般的な感想や議会に関するご意見、ご要望について全般的な感想や議会に関するご意見、ご要望について

●市議会議員のみなさんが、それぞれの委員会に分かれて、市民のために様々な調査、努力をされ
ていることを知ることができましたが、もっと広く知ってもらう必要があるのではないでしょう
か？今回、WEBで自宅視聴できたことは良かったと思います。

●今回のWEBによる議会報告会の動画配信は、聞き逃した部分も再度確認できるので、非常に良
いと思いました。意見等も書き込めるようにしたら、より良いと思います。

●画面と話し言葉が合っていないので、分かりにくい。どこを見てよいか分からない。結局、声と
字幕を追っていくしかない。やはり、実際の報告会の方がよい。

●全体的に提言内容が小さいので、掛川市を夫々の立場として、どういう市にするためにこういう
事から始めたいと言うビジョンが少し欲しい気がします。
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□アンケートの結果より

　本年度で2年目となったWEB開催は11月
末現在の延べ視聴者数は８１４人、アンケー
トの回答者数は９７人でした。今までになかっ
た10代・80代の回答があるなど幅広い年齢
層に視聴いただきました。男性と女性の割合
がほぼ同じでした。
　いただいた皆様の声を活かしながら、年度
末を目途に政策提言に繋げてまいります。

●とても親しみやすく、わかりやすい内容と発表でした。委員会ごとに動画が分けてあり、再度
視聴する際にも見やすいと感じました。議会や議員さんの思いがダイレクトに伝わるとても良
い動画でした。

●WEBでの報告会は、日時場所を問わず視聴することができ、大変便利でした。各委員会のテー
マはすべて大切なものだと思います。今後も市民に分かりやすく、より身近な存在になれるよう、
活動をお願いします。

●今回は中間報告ということなので、具体的に提案した方法での取り組みの結果を知りたいです。
こういったことを、もっと簡潔にまとめ、短時間で説明してほしいです。

●互いに意見交換ができる、対面方式の報告会に戻してほしいと思います。

茶のみやきんじろう © 掛川市
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各委員会の中間報告に対するご意見など各委員会の中間報告に対するご意見など各委員会の中間報告に対するご意見など

◎アンケートは、1１月末で締め切りました。ご協力ありがとうございました。
　来年度以降は、会場開催と併せてネット配信するなど、より多くの皆さんに参加・視聴していただけ
るよう検討してまいります。

「WEB de かけがわ議会報告会」は、引き続き視聴できますので、ぜひご覧ください。「WEB de かけがわ議会報告会」は、引き続き視聴できますので、ぜひご覧ください。

視聴はこちら⬆

●近隣市町との広域事業が想像していたよりも随分たくさんあることを知りました。内容も発表も
分かりやすく勉強になりました。事業に合わせ、考え方や文化的な面の良いところの交流もでき
ていくと良いと思いました。

●広域化に伴い、様々な考え方が出てくると思います。市民のリアルな声と、現
場の声を優先して改善していただきたいと思います。

●市を超えた組織となることにより、市議会では質問できない。情報が十分に
公開されないなど市民のチェック機能が弱くならないようにすべきだ。

●広域化がなぜ必要なのか課題と受益をもっと具体的な例で挙げてもらいたい。

総務委員会

テーマ 近隣市町との連携による効果的な行政の在り方について

●とても大切なことだと思いました。まだまだ意識が低いです。次代の子ども
達のために、気付き行動するために、もっと働きかけ、啓発してください。
●アンケート調査自体は良いのですが、市議会のおひざ元とも言える役所内の
認識の低さに驚きました。まず、ここから意識を変え、全体としての取り組
みにしていくことが必要です。
●家庭において、どのようにすればＣＯ₂削減出来るのか具体策を教えてほしい。
（省エネの見える化→実感が重要だと思うため）
●企業活動にとっては、環境に対する意義は理解しながらも益々経費が掛かり、
申請、登録などの業務が複雑、煩雑になり負担は増えるばかりと考えます。

環境産業委員会

テーマ 掛川市のカーボンニュートラルに向けた意識改革

●子どもの貧困について、とても分かりやすかったです。「地域で気づく」ことのアプローチというか、
座談会のようなものがあれば、もっとケアをしていける人が増えるのではないかと思いました。
●子どもの貧困率の高さにとても切なさを感じました。身近なところから言えば、地域のコミュニ
ティ活動、企業の地域貢献活動等を盛り上げていきたいですね。
●大変な家庭に対して、経済的な支援は勿論のこと、心のケアもしっかりして
もらいたい。スクールソーシャルワーカーやカウンセラーの増員は重要だと
思う。また、就学支援の申請が困難な家庭もあるとの報告から、援助は学
用品の現物を支給しても良いのではないかと思う。
●まとめでは、改善事項や子どもの居場所づくりとありましたが、内容はもっ
ともです。掛川市議会はどんな支援等をするのか見ていきます。

文教厚生委員会

テーマ 子どもの貧困対策
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掛川市のカーボンニュートラルに向けた意識改革
協議会の主な内容
❶市は専門部署として脱炭素推進課を立ち上げ、企業にアドバ
イスができる仕組みや体制づくりをすること
❷環境政策課と産業労働政策課が連携し、企業誘致の際に設
備投資補助をすること
❸節電・節水やゴミの分別等によりＣＯ²削減量を数値化するこ
とで、「見える化」し、意識啓発をすること
❹企業に脱炭素係の設置を要請し、ＣＯ²排出量を「見える化」
すること
❺ゴミの分別、食べ物の処理を意識した、環境配慮型イベント
をルール化すること
❻市は事業の使用電源を100％再生可能エネルギーで賄うこと
を目指し、財政負担が増加してもクリーンエネルギーに変換
していくこと、発想転換で新たな価値を作ること

環境産業委員会環境産業委員会

　今後は覚悟を持って取り組む必要があり、旗振り役が大事になってきます。子どもたちと
共に「みんなの未来だ」というゴールを創るような提言ができるよう努めて参ります。

ま
と
め

委員長   藤 原正光

　各委員会、１年間の研究テーマを定め、これまで積極的に調査研究を重ね
てきました。また、「ＷＥＢ ｄｅ かけがわ議会報告会」では動画配信により、
調査内容を市民の皆さんにお示しし、アンケート（P3 掲載）でご意見をいた
だきました。今回、その内容に基づき、市当局と議論する場として委員会協議
会を開催いたしました。

常任委員会 調査研究報告常任委員会 調査研究報告
～市民の皆さんのご意見を踏まえ活発な議論～

掛川市消費者協会との意見交換会
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近隣市町との連携による効果的な行政の在り方について
協議会の主な内容
❶関係市町と「広域連携研究会」の立ち上げに向けて、連携
市の絞り込みや庁内の研究会を立ち上げること
❷新エコポリス第３期工業団地造成工事について菊川市との
共同開発などを目指し、対話を重ねること
❸森掛川インターチェンジ周辺を森町と共同開発など、誘客
にも役立つよう地域活性化を図ること
❹中東遠市町共同利用の有害鳥獣処理施設の整備は喫緊の
課題であるため早急に取り組むこと
❺公共施設の予約システムの導入、相互利用などによりDX
を推進し、単なるデジタル化の推進ではなく変革すること
❻生涯学習等の共催・人材情報共有・医療情報啓発・婚活情
報の共有などの事業により、市民ニーズに合ったソフト面の
充実を図り、市民満足度を高める施策を打ち出すこと

子どもの貧困対策
協議会の主な内容
❶就学援助制度について、掛川市の就学援助率が全国平均
より低く、制度を受けられるのに受けていない家庭がある
可能性があるため、申請方法や周知方法を改善すること

❷学校の支援体制を拡充するため、ICT 支援員や学校サポー
ター等の支援とのバランスを考慮しつつ、スクールソーシャ
ルワーカーの増員をすること

❸子どもの居場所の運営を取り仕切るキーパーソンの育成が
重要であり、県や支援団体に任せるのではなく、もっと市
がリードして取り組むこと

❹第２次総合計画において、子どもの貧困対策の位置づけ
をもっと上げること

　掛川市の主要な施策として、子どもの貧困対策に取り組むよう総合計画の改定を当局
に求め、支援制度の改善や子どもの居場所づくりの推進等を政策提言できるよう協議を
深めて参ります。

ま
と
め

　今後の人口減少社会を見据え、近隣市町と様々な分野で連携することは、市民生活・市
民サービスの維持向上に繋がります。掛川市が中東遠地域を引っ張っていけるよう、より
効果的な政策提言にまとめて参ります。

ま
と
め

委員長  嶺 岡慎悟

委員長   寺 田幸弘総務委員会総務委員会

文教厚生委員会文教厚生委員会

掛川市選出県議との意見交換会

NPO法人によるオンライン講義
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寺
田
幸
弘

質
問
者

市
長
の
所
信
表
明
の
現
時
点

で
の
総
括
は

３
つ
の
政
治
姿
勢「
対
話
重
視
」

「
未
来
志
向
」「
柔
軟
思
考
」
の

現
時
点
で
の
自
己
評
価
を
伺
う
。

政
策
を
一
定
程
度
進
め
た
が
、
今
後

も
精
進
し
て
い
く

「
対
話
重
視
」に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
も
の

の
、
多
く
の
市
民
や
団
体
と
積
極
的

に
対
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
未
来
志

向
」「
柔
軟
思
考
」
に
つ
い
て
は
、
新

し
い
技
術
や
考
え
方
を
取
り
入
れ
た

政
策
を
一
定
程
度
進
め
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
自
己
評
価
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
の

「
水
質
の
保
全
」へ
の
市
長
の

見
解
はリ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
の
着

工
に
関
し
て
、
水
質
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
が
、「
水
質
の
保
全
」

に
関
し
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
環
境
へ
の
影
響
に

万
全
を
期
す
よ
う
求
め
て
い
く

「
水
質
の
保
全
」
に
関
し
て
は
、

ト
ン
ネ
ル
湧
水
や
水
質
管
理
の

問
題
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
対
策
を

講
じ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
今
後
も

県
や
流
域
市
町
と
連
携
し
、
Ｊ
Ｒ
東

海
に
対
し
、
水
資
源
の
確
保
や
「
水

質
の
保
全
」
を
含
む
環
境
へ
の
影
響

に
万
全
を
期
す
よ
う
求
め
て
い
き
ま

す
。海

岸
防
潮
堤
の
今
後
の
見
通
し
は

南
部
地
域
の
人
口
流
出
抑
制
や

工
場
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
に

も
、
海
岸
防
潮
堤
完
成
の
更
な
る
前

倒
し
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

「
令
和
６
年
度
末
、
進
捗
率
80
％
」

の
達
成
を
目
指
す

令
和
３
年
11
月
末
時
点
で
進

捗
率
は
52
％
で
す
。
課
題
は

多
く
あ
り
ま
す
が
、
令
和
６
年
度

末
、
進
捗
率
80
％
を
目
指
し
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Q

Q

Q A

AA

リニア中央新幹線
掘削工事予定地

QQ && AA会派代表質問会派代表質問

12月7日に、会派を代表して行う「代表質問」を行いました。「創世会」、「新しい風」、
「市民派・公明倶楽部」、「共に創る掛川」、「日本共産党議員団」の５会派の代表議員が、
市長の施政方針、新年度予算に関して質問しました。

会派代表質問を行いました

QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、会派代表質問の動画が視聴できます。

創 世 会
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令
和
４
年
度
予
算
の
目
玉
は

令
和
４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
一
気
に
羽
ば
た
く
予

算
編
成
が
必
要
で
あ
る
。
令
和
４
年

度
の
目
玉
の
予
算
を
伺
う
。

一
歩
先
の
未
来
を
見
据
え
た
事
業
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く

「
令
和
４
年
度
当
初
予
算
編
成

方
針
」
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
ほ
か
、
市
民
生
活
支
援
、
Ｄ
Ｘ

推
進
等
を
重
点
施
策
に
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現

に
向
け
て
、
一
歩
先
の
未
来
を
見
据

え
た
事
業
を
推
進
で
き
る
よ
う
予
算

編
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

将
来
の
耕
作
放
棄
地
対
策
を

掛
川
市
は
お
茶
と
水
稲
の
後
継

者
不
足
が
特
に
深
刻
で
あ
り
、

今
後
耕
作
放
棄
地
も
一
気
に
広
が
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
市
が
現
状
を

分
析
し
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持

っ
て
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

関
係
者
と
話
し
合
い
を
重
ね
、
支
援
制

度
の
周
知
を
行
っ
て
い
く

市
で
は
、
人
農
地
プ
ラ
ン
の
実

質
化
を
進
め
る
中
で
、
関
係
者

と
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。
農

業
者
な
ど
の
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と

で
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
拡
大

の
解
決
へ
繋
げ

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
県
の

支
援
制
度
の
周

知
、
活
用
を
推

進
し
て
い
き
ま

す
。駅

南
地
域
の
学
校
整
備
は

人
口
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る

駅
南
地
域
に
は
小
・
中
学
校
が

無
い
。
今
後
の
学
校
再
編
計
画
に
お

い
て
、
駅
南
の
小
中
一
貫
校
の
整
備

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

市
全
体
の
学
校
の
適
正
規
模
、
適
正

配
置
を
検
討
し
て
い
る

駅
北
地
域
に
あ
る
第
一
小
や
中

央
小
に
通
う
多
く
の
児
童
が
駅

南
地
域
在
住
と
な
り
、
設
置
さ
れ
た

時
と
状
況
が
大
き
く
異
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
学
校
再
編
計
画
で
は
、
市

全
体
の
学
校
の
適
正
規
模
、
適
正
配

置
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•

所
信
表
明
に
つ
い
て

•

多
様
性
社
会
に
つ
い
て

掛
川
区
域
公
立
幼
稚
園
２
園
の

認
定
こ
ど
も
園
化
は

保
育
園
の
入
園
希
望
が
増
加
す

る
中
、
公
立
の
三
笠
幼
稚
園
と

さ
か
が
わ
幼
稚
園
は
定
員
割
れ
の
状

態
で
あ
る
。
２
園
の
認
定
こ
ど
も
園

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

民
間
譲
渡
・
認
定
こ
ど
も
園
化
を
含
め
、

在
り
方
を
検
討
す
る

２
園
に
つ
い
て
は
、
令
和
10
年

ま
で
を
検
討
時
期
と
し
、「
民

間
譲
渡
・
認
定
こ
ど
も
園
化
を
含
め
、

在
り
方
を
検
討
す
る
」
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
地
区
住
民
か
ら
御
意
見
等

を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
人
口
推
移

と
教
育
・
保
育
需
要
の
動
向
を
踏
ま

え
、
将
来
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

認
知
症
に
対
す
る
不
安
の
な
い

ま
ち
の
構
築
へ
施
策
の
充
実
を

令
和
４
年
に
本
市
の
高
齢
化
率

は
27
・
７
％
、
令
和
７
年
に
約

５
人
に
１
人
が
認
知
症
を
発
症
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
認
知
症
に
対
す

る
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

認
知
症
施
策
の
更
な
る
充
実
に
努
め

て
い
く令

和
3
年
3
月
策
定
の
「
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
市
で
は
相
談
体
制
の
充
実
な

ど
総
合
的
に
施
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
認
知
症
施
策
の
更
な

る
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
、
先
進
自
治
体
等

の
状
況
を
み
な
が
ら
、
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

掛
川
駅
南
北
通
路
ほ
の
ぼ
の

パ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
は

掛
川
駅
ほ
の
ぼ
の
通
り
、
南
口

階
段
に
は
昇
降
機
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
使
用
頻
度
は
今
一
つ
で

あ
る
。
多
様
性
に
配
慮
し
た
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
４
年
秋
の
着
工
を
目
指
す

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
令
和
２
年

度
よ
り
関
係
機
関
と
協
議
し
な

が
ら
、
設
計
業
務
を
実
施
し
て
お
り
、

令
和
４
年
秋
の
着
工
を
目
指
し
て
、

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

窪
野
愛
子

嶺
岡
慎
悟

質
問
者

質
問
者

QQ

Q

Q

Q

Q

A

A

A A

AA

エレベーターの設置が
待たれる掛川駅南口

市民派・公明倶楽部

新 し い 風
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久
保
田
市
政
の
も
と
で
の

総
合
計
画
の
在
り
方
は

総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
３
年

続
け
て
改
定
す
る
な
ど
前
代
未

聞
で
あ
る
。
今
年
春
に
定
め
た
ば
か

り
の
将
来
人
口
ま
で
見
直
す
く
ら
い

な
ら
、
松
井
市
政
の
も
と
策
定
し
た

第
２
次
総
合
計
画
再
改
定
版
の
再
焼

き
直
し
な
ど
で
は
な
く
、
久
保
田
市

長
の
方
針
や
施
策
の
考
え
を
し
っ
か

り
織
り
込
ん
で
、
改
め
て
第
３
次
総

合
計
画
と
し
て
策
定
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

「
７
本
の
戦
略
の
柱
」を
軸
に
、
計
画

の
改
定
を
進
め
て
い
く

昨
年
度
、「
第
２
次
総
合
計
画

基
本
構
想
」を
改
定
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
長
期

化
す
る
中
、
変
化
す
る
状
況
を
的
確

に
捉
え
、
基
本
構
想
の
「
７
本
の
戦

略
の
柱
」
を
軸
に
、
将
来
人
口
な
ど

も
含
め
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
計
画
の
改
定

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

都
市
計
画
道
路「
掛
川
東
環
状

線
」の
整
備
は

東
環
状
線
は
東
名
掛
川
Ｉ
Ｃ
と

国
道
1
号
千
羽
イ
ン
タ
ー
を
結

ぶ
４
車
線
の
道
路
で
、
市
内
外
の
交

通
利
便
性
向
上
や
既
存
道
路
の
渋
滞

回
避
、
周
辺
土
地
利
用
の
増
進
な
ど
、

市
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
。
今

こ
そ
思
い
切
っ
て
事
業
化
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

広
域
的
視
点
か
ら
総
合
的
に
評
価
し

事
業
化
を
判
断
し
て
い
く

こ
の
路
線
の
整
備
に
は
莫
大
な

事
業
費
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

慎
重
な
判
断
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
か
ら
、
県
が
主
体

と
な
り
、
総
合
都
市
交
通
体
系
調
査

を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に

か
け
て
、
都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
計

画
に
あ
わ
せ
、
必
要
性
、
緊
急
性
や
、

事
業
効
果
を
広
域
的
な
視
点
か
ら
総

合
的
に
評
価
し
、
事
業
化
の
可
否
に

つ
い
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
と
す
る
た
め
温
か
な
福
祉

政
策
を格

差
と
貧
困
の
解
消
に
は
、
生

活
困
窮
者
を
取
り
残
す
こ
と
の

な
い
様
に
福
祉
政
策
を
温
か
く
運
用

す
る
事
が
大
切
で
は
な
い
か
。

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
支
援
に
努
め

て
い
く市

民
が
相
談
し
や
す
い
よ
う
に
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
各

課
や
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
、
各

種
支
援
制
度
を
活
用
し
、
相
談
者
の

自
立
支
援
を
図
り
な
が
ら
、
誰
ひ
と

り
取
り
残
さ
な
い
支
援
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

環
境
破
壊
を
許
さ
な
い
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
推
進
を

土
台
と
な
る
環
境
も
守
り
総
合

的
な
目
標
達
成
を
す
る
た
め
、

ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
規
制
も
し
な
が
ら
の

地
域
資
源
の
利
活
用
が
必
要
で
は
な

い
か
。

国
の
基
準
を
確
認
し
研
究
し
て
い
く

現
在
、
法
令
等
に
基
づ
き
、
生

活
環
境
や
自
然
環
境
等
の
保
全

に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
、
事
業
者
へ

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
に
お
い

て
促
進
区
域
を
定
め
る
基
準
等
に
つ

い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
省
令

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
示
さ
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
な
が

ら
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
規
制
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
だ
け
で
な
く
市
民
参
画

を
大
切
に
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
多
角
的
展
開
を
図

る
た
め
に
は
行
政
、
市
民
団
体
、

地
域
、
個
人
な
ど
が
積
極
的
に
知
恵
と

力
を
発
揮
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

が
要
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
民
参
画
に
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
の
活
性
化
を
目
指
す

市
や
企
業
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
共
創
し
て
い
く
取
り
組
み
の
中

で
、市
民
団
体
や
地
域
、個
人
に
も
様
々

な
形
で
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

勝
川
志
保
子

鈴
木
久
裕

質
問
者

質
問
者

QQ

Q

Q

Q

A

A

A

AA

SDGs のウエディング
ケーキ図

日本共産党議員団

共に創る掛川
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地
域
防
災
力
の
中
核
を
担
う

消
防
団
の
充
実
強
化
策
は

ラ
ッ
パ
隊
を
本
部
付
に
し
て
、
趣

味
や
得
意
分
野
を
活
か
し
た
、
楽

器
演
奏
の
で
き
る
機
能
別
団
員
で
構
成

し
、式
典
や
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
広
報
に
専
任

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

負
担
軽
減
を
考
慮
し
団
本
部
と

協
議
し
て
い
く

現
在
、
ラ
ッ
パ
隊
員
の
主
な
任

務
は
式
典
で
の
演
奏
で
、
日

ご
ろ
は
各
分
団
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

選
出
さ
れ
た
団
員
は
、
ラ
ッ
パ
の
合

同
訓
練
の
ほ
か
、
式
典
で
の
技
術
的

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、
さ
ら
に
分
団
活

動
と
の
両
立
な
ど
、
大
き
な
負
担
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

ラ
ッ
パ
隊
員
の
負
担
軽
減
を
考
慮
す

る
と
、
ラ
ッ
パ
演
奏
に
興
味
が
あ
る

方
に
、
機
能
別
消
防
団
員
と
し
て
入

団
い
た
だ
く
提
案
に
つ
い
て
団
本
部

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

効
率
的
で
効
果
的
な
消
防
行
政

の
運
営
を

消
防
署
の
施
設
配
置
に
よ
り
、

救
急
出
動
の
現
場
到
着
時
間
に

偏
り
が
あ
る
。
今
後
、
高
齢
者
の
搬
送

割
合
も
増
加
し
、
更
な
る
救
急
需
要
が

見
込
ま
れ

る
が
、
救

急
行
政
の

充
実
強
化

に
向
け
た

対
策
を
伺

う
。専

従
救
急
隊
を
増
隊
し
体
制
の

充
実
強
化
を
図
っ
て
い
る

掛
川
市
は
、
面
積
が
大
き
く
人

口
の
分
布
が
広
範
囲
に
お
よ

び
各
消
防
署
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、

時
間
が
か
か
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

救
急
業
務
は
需
要
が
多
く
、
市
民
に

と
っ
て
身
近
で
重
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
で
す
の
で
、
本
年
度
か
ら
中
央
消

防
署
へ
救
急
係
を
新
た
に
新
設
し
、

専
従
救
急
隊
を
増
隊
し
て
、
体
制
の

充
実
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

各
自
治
区
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
及
び
蓄
電
池
の
配
備
を

2
0
1
8
年
10
月
台
風
24
号
に

よ
り
市
内
全
域
で
大
停
電
が
発
生

し
た
際
、
携
帯
電
話
や
情
報
機
器
の
充

電
に
市
民
は
苦
慮
を
し
た
。
防
災
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
各
自
治
区
に
配
備
さ
れ
て

い
る
当
市
に
お
い
て
、携
帯
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
充
電
用
に
ポ
ー

タ
ブ
ル
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
と
蓄
電
池
の
配

備
が
必
要
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

令
和
５
年
度
か
ら
補
助
金
対
象
品

目
に
加
え
る
こ
と
を
検
討
す
る

防
災
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
全
て
の

自
主
防
災
会
へ
配
備
し
た
こ
と

も
あ
り
、
充
電
等
に
利
用
で
き
る
ポ
ー

タ
ブ
ル
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池

は
災
害
時
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

令
和
５
年
度
か
ら
自
主
防
災
会
補
助

金
対
象
品
目
に
加
え
る
こ
と
を
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

民
間
宿
泊
施
設
を
福
祉
避
難
所

と
し
て
利
用
す
べ
き
で
は

熱
海
市
伊
豆
山
土
砂
災
害
で
は
、

ホ
テ
ル
避
難
が
感
染
症
対
策
に
お

い
て
も
有
効
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
を
、
障
が
い
者
等

要
配
慮
者
の
方
向
け
の
災
害
時
福
祉
避

難
所
と
し
て
利
用
を
拡
大
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

組
合
と
協
定
を
締
結
し
て
お
り
福

祉
避
難
所
と
し
て
利
用
し
て
い
く

掛
川
市
と
同
様
に
静
岡
県
も
静

岡
県
ホ
テ
ル
旅
館
生
活
衛
生

同
業
組
合
と
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

協
定
の
用
途
は
福
祉
避
難
所
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

状
況
に
応
じ
て
駅
周
辺
の
宿
泊
施
設

に
つ
い
て
は
帰
宅
困
難
者
や
応
援
要

員
の
利
用
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
整
っ

て
い
る
旅
館
や
ホ
テ
ル
は
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
柔
軟

な
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
人
口
増
に
向
け
た
観
光
、
産
業
政
策
に

つ
い
て

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

ポータブルソーラー
パネル、蓄電池使用例

今後の境界付近の対応が
注目される消防行政

QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。
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QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
今
後
の
方
向
性
は

超
高
齢
社
会
と
な
り
、
高
齢
者
の

割
合
は
増
加
し
て
い
る
が
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
数
や
会
員
数
が
減

り
、
存
続
が
厳
し
い
団
体
も
現
れ
始
め

て
い
る
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
の
時
代
に
合
っ
た
形
を

と
も
に
考
え
て
い
く

本
年
度
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
市
の
三
者
で
「
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
在
り
方
意
見
交
換
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
時
代
に
合
っ
た
形

を
と
も
に
考
え
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
等
が
推
進
さ
れ
、
福
祉

向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
教
育
か
ら
脱
炭
素
社
会
を

脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
家
庭
へ
の
啓
発
に
よ
る
行
動

変
容
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

学
校
現
場
で
の
環
境
教
育
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
学
校
の
負
担
を
増
大
さ
せ

な
い
手
法
に
よ
る
環
境
教
育
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
環
境

教
育
に
努
め
る

小
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
を
対

象
に
、
事
業
者
や
学
識
経
験

者
を
講
師
と
し
て
「
環
境
楽
習
講
座
」

を
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
は
13
校

18
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
10
月
に

は
上
内
田
小
学
校
に
お
い
て
、
地
球

温
暖
化
防
止
の
体
験
学
習
「
ア
ー
ス
・

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
市
内
で
初

め
て
静
岡
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
実
施
し
ま

し
た
。
今
後
も
教
育
委
員
会
と
連
携

し
て
受
講
す
る
学
校
の
拡
大
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
へ
の
移
住
定
住
策
は

中
山
間
地
域
へ
の
移
住
定
住
を
勧

め
る
に
は
、
空
き
地
と
農
地
が

セ
ッ
ト
で
取
得
で
き
る
制
度
の
構
築
が

有
効
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

農
業
委
員
会
と
協
議
し
特
例
制

度
の
検
討
を
し
て
い
く

県
内
で
は
空
き
家
と
セ
ッ
ト
な

ど
で
農
地
取
得
の
下
限
面
積
引

き
下
げ
の
特
例
を
設
け
て
い
る
市
町

は
８
市
町
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
に

特
例
を
利
用
し
た
申
請
は
、
浜
松
市
で

５
件
、
島
田
市
で
４
件
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
、
一
定
の
成
果
が
見
込
め
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
農
業
委
員

会
と
も
協
議
し
て
、
制
度
の
検
討
を
し

て
い
き
ま
す
。

市
独
自
の
移
住
支
援
策
は

掛
川
市
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
、

掛
川
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

移
住
情
報
に
お
い
て
周
知
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

移
住
希
望
者
へ
の
支
援
策
を
わ
か

り
や
す
く
情
報
発
信
し
て
い
く

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
「
移
住
情
報
」

を
特
出
し
し
、
移
住
希
望
者
の
目
に

触
れ
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
掛
川
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
に
お
い
て
、
移

住
定
住
の
情
報
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
掛
川
市
独
自
の

支
援
策
と
し
て
は
、「
子
育
て
世
代
向

け
認
定
住
宅
供
給
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
移
住
希
望
者
へ
の
支
援

策
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
一
層
わ

か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。
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Q

原
子
力
災
害
時
の
広
域
避
難
行

動
の
周
知
を

市
民
の
原
子
力
災
害
広
域
避
難
を

確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

自
治
区
ご
と
の
避
難
の
流
れ
、
避
難
先
、

避
難
経
由
所
、
想
定
さ
れ
る
避
難
経
路

を
わ
か
り
や
す
く
図
に
ま
と
め
、
全
世

帯
に
配
布
す
る
こ
と
が
効
果
的
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
全
戸
配
布

を
検
討
し
て
い
く

原
子
力
市
民
学
習
会
を
各
地
域

で
順
番
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
18
避
難
単
位
ご
と
に
、
避
難
の
流

れ
、
避
難
先
、
避
難
経
由
所
、
想
定
さ

れ
る
避
難
経
路
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
避
難
先
の

市
町
村
ご
と
に
作
成
し
、
全
戸
配
布
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

各
地
区
単
位
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
、
原
子
力
広
域
避
難
に
つ
い
て
の
課

題
解
決
に
向
け
て
、
意
見
交
換
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
国
人
児
童
生
徒
の
初
期
支
援

の
充
実
を

本
市
の
外
国
人
就
学
の
初
期
支
援

を
担
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
静
岡

県
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム「
虹
の
架
け
橋
」が
、

今
後
も
継
続
し
て

充
実
し
た
活
動
を

行
う
た
め
に
は
、さ

ら
な
る
支
援
を
す

べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

事
務
局
で
あ
る
菊
川
市
を
中
心

に
今
後
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
く

「
虹
の
架
け
橋
」
に
よ
る
日
本

語
初
期
指
導
は
、
来
日
間
も
な

い
外
国
籍
児
童
生
徒
に
と
っ
て
大
変

有
意
義
で
あ
る
た
め
、
事
務
局
で
あ

る
菊
川
市
を
中
心
に
今
後
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
に

対
し
て
引
き
続
き
補
助
金
の
創
設
を

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
公
募
と
本

市
の
課
題
及
び
市
政
の
方
向
性
に
つ
い
て

経
済
波
及
効
果
分
析
の
必
要
性
は

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
に
は
「
上
西
郷
地
区
整
備
推
進

事
業
」や「
新
東
名
第
２
Ｐ
Ａ
」、「
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
」
の
３
事
業
の
経
済
波
及
効
果

分
析
が
必
要
と
思
う
が
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

事
業
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
経

済
波
及
効
果
の
分
析
を
検
討
す
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

北
中
学
校
区
地
区
別
構
想
策
定

の
際
は
、
上
西
郷
地
区
整
備
推
進
事

業
と
、
倉
真
第
２
Ｐ
Ａ
の
経
済
波
及

効
果
分
析
も
有
効
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
、
両
事
業
と
も

事
業
実
施
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
具

体
的
な
施
設
計
画
も
決
定
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
事
業
の
進
捗
状
況
に
応

じ
て
、
必
要
な
時
期
に
経
済
波
及
効

果
の
分
析
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

粟
ヶ
岳
山
道
の
早
急
な
安
全

対
策
を観

光
素
材
と
し
て
も
重
要
な
粟
ヶ

岳
に
つ
い
て
は
、
山
道
の
安
全
対

策
を
早
急
に
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
が
見

解
を
伺
う
。

利
用
し
や
す
く
安
全
に
通
行
で
き

る
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く

市
道
粟
ヶ
岳
登
山
道
線
に
つ
い

て
は
、
勾
配
の
緩
和
や
幅
員
の

拡
張
な
ど
、
大
規
模
な
道
路
改
良
に

よ
る
安
全
対
策
は
困
難
な
状
況
で
す
。

し
か
し
、
少
し
で
も
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
、
毎
年
、
地
元
と
協
議
の

う
え
、
側
溝
へ
の
蓋
掛
け
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
構
造
の
変
更
等
に
よ
る
車
両

通
行
帯
の
拡
幅
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
粟
ヶ
岳
へ
訪
れ
る
方
々
の
観

光
道
路
と
し
て
、
ま
た
、
地
元
住
民

の
生
活
道
路
と
し
て
重
要
路
線
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
利
用
し
や

す
く
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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デ
ジ
タ
ル
業
務
の
標
準
化
に
あ

た
っ
て
個
人
情
報
の
保
護
を

政
府
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
指
針
」
に

よ
れ
ば
、
本
人
同
意
を
前
提
と
し

つ
つ
も
、
個
人
情
報
の
連
携
・
集
約
・
利

活
用
の
促
進
を
す
る
と
あ
る
が
、
個
人

情
報
の
保
護
は
何
を
根
拠
に
ど
の
よ
う

に
担
保
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

条
例
に
基
づ
き
個
人
情
報
を
適
正

に
取
り
扱
っ
て
い
る

掛
川
市
は
、「
掛
川
市
個
人
情

報
保
護
条
例
」
に
基
づ
き
、
取

得
し
た
個
人
情
報
を
利
用
す
る
際
の
市

民
の
負
担
軽
減
や
取
扱
い
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
保
有
す
る
個
人
情
報
を
市

役
所
内
部
で
利
用
す
る
こ
と
、
あ
る
い

は
市
役
所
以
外
に
提
供
を
行
う
こ
と
を

認
め
る
た
め
の
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
を
整
備

す
る
な
ど
し
、
保
有
す
る
個
人
情
報
の

適
正
な
取
扱
い
と
、
そ
の
実
効
性
を
担

保
し
て
い
ま
す
。

各
種
専
門
職
の
採
用
と
熟
練

職
員
の
育
成
を

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
な
ら
各

セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
専
門
的
で
正
確

な
デ
ー
タ
が
出
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

各
分
野
の
専
門
職
や
熟
練
職
員
を
採
用
・

育
成
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

多
様
な
人
材
を
採
用
し
新
た
な

成
長
を
支
援
し
て
い
く

Ｄ
Ｘ
な
ど
新
た
な
課
題
や
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
行
政
課
題
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
専
門
性
を
持
っ

た
人
材
も
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
職
員
採
用
に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｘ

に
関
連
す
る
職
種
を
含
め
、
順
次
専

門
職
種
を
増
や
す
な
ど
、
多
様
な
人

材
の
採
用
を
実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
育
成
面
に
お
い
て
は
、

実
務
経
験
を
積
み
、
新
た
な
成
長
を

支
援
で
き
る
よ
う
な
制
度
や
し
く
み

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

観
光
客
へ
心
を
込
め
た「
お
も
て

な
し
」
を

宿
泊
や
レ
ジ
ャ
ー
で
掛
川
市
に
来

て
頂
い
た
観
光
客
に
対
し
、
感
謝

の
意
を
込
め
て
、「
お
も
て
な
し
」
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

よ
り
居
心
地
良
く
お
迎
え
で
き

る
環
境
・
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

市
内
外
を
問
わ
ず
観
光
客
の
皆

様
に
、
お
客
様
の
視
点
に
立
ち
、

よ
り
必
要
な
情
報
の
提
供
を
心
掛
け
、

「
お
も
て
な
し
」
の
精
神
で
の
対
応
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん

の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
、

お
客
様
を
温
か
い
お
も
て
な
し
で
お

迎
え
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
さ
ら

に
、
掛
川
市
を
選
ん
で
お
越
し
い
た

だ
い
た
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
よ
り

居
心
地
良
く
お
迎
え
で
き
る
環
境
・

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

食
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に

環
境
教
育
を

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
給

食
の
食
べ
残
し
（
食
品
ロ
ス
）
を
、

教
育
の
場
で
環
境
と
結
び
つ
け
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

様
々
な
場
面
で
食
と
環
境
を
つ
な

げ
て
学
ん
で
い
る

食
と
環
境
を
つ
な
げ
て
学
ぶ
こ

と
は
大
切
で
あ
り
、
様
々
な
場

面
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、

栄
養
教
諭
が
各
校
の
学
級
活
動
に
お

い
て
「
給
食
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
や

中
学
校
の
家
庭
科
で
も
学
習
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
身
近
な
生
活
の
中
に

あ
る
課
題
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
り
、

家
庭
へ
啓
発
し
た
り
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
松
ヶ
岡
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
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環
境
資
源
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
新
施
設

建
設
方
針
と
地
元
説
明
は

「
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
等
基
本

構
想
」
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
処

理
も
併
せ
た
施
設
と
な
る
公
民
連
携
方

式
の
案
を
優
先
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
地
元
説
明
内
容
と
住
民
意
見
は
ど

の
よ
う
か
伺
う
。

今
後
も
地
元
へ
説
明
を
し
て
い
く

令
和
３
年
１
月
15
、
16
日
に
満

水
区
へ
「
廃
棄
物
処
理
施
設

整
備
等
基
本
構
想
に
関
す
る
説
明
会
」

を
開
催
し
、
基
本
構
想
策
定
の
経
緯

と
検
討
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
今

後
、
第
一
優
先
方
式
で
あ
る
公
民
連

携
方
式
に
つ
い
て
、
実
現
の
可
能
性

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
改
め
て

地
元
の
皆
様
へ
説
明
す
る
と
と
も
に
、

広
く
情
報
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

捕
獲
有
害
鳥
獣
の
処
分
施
設
の

市
内
設
置
方
針
は

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
後
の
処
分
に

は
猟
友
会
の
皆
さ
ん
が
大
変
苦

慮
し
て
い
る
。
処

分
方
法
に
つ
い
て

は
、
化
学
的
に
水

と
ガ
ス
に
分
解
し
、

自
然
に
還
す
減
容

化
施
設
も
あ
る
が
、

掛
川
市
に
お
け
る

研
究
状
況
を
伺
う
。

藤
枝
市
を
参
考
に
研
究
・
検
討
を

し
て
い
く

今
年
度
、
藤
枝
市
に
有
害
鳥
獣

減
容
化
施
設
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
の
情
報
は
得
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
焼
却
処
理
で
問
題
が
無
か
っ
た

た
め
、
研
究
、
検
討
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
、
藤
枝
市
に
設

置
さ
れ
た
施
設
や
そ
の
他
の
処
理
方

法
な
ど
を
参
考
に
、
研
究
・
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

掛川市議会では、令和3年12月23日に以下の意見書の提出に
ついて全会一致で可決しました。

横須賀高等学校の存続を求める意見書（要旨）

静岡県及び同教育委員会においては、コ

ロナ禍を経て、第３次県立高等学校再編計

画発表時と社会情勢の変化を鑑み、存続を

願う地元の意を汲んで、再編計画の一部を

修正し、横須賀高等学校を存続するよう強

く要望する。

Q

Q

A

A

志
誠
会

草
賀
　
章
𠮷

藤枝市有害鳥獣減容化施設

横須賀高等学校

QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。

横須賀高等学校の存続を求める意見書を提出横須賀高等学校の存続を求める意見書を提出
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令和3年度一般会計補正予算（第11号・第12号・第13号）の概要

子育て世帯への臨時子育て世帯への臨時
特別給付金給付事業費特別給付金給付事業費  
追加・増　　追加・増　　
20億6,624万円20億 6,624万円

掛川市・菊川市衛生施設掛川市・菊川市衛生施設
組合負担金費 組合負担金費 増　 　増　 　
　　       　　       9,679万円9,679万円

住民税非課税世帯等に対住民税非課税世帯等に対
する臨時特別給付金給付する臨時特別給付金給付
事業費 事業費 追加　 　　 　　追加　 　　 　　

15億5,311万円15億5,311万円
　高校生相当年齢以下の者が
いる子育て世
帯に対し、児
童１人あたり
10万円を給付

　リサイクルプラザ火災によ
る不燃ごみ・粗大ごみの外部
搬出処理
費用

　住民税非課税
世帯及び家計急変
世帯に対し、１世
帯あたり10万円
を給付

第11号及び第13号補正 第12号主な補正 第13号主な補正

補 正 額

補正後の予算額

　　　（第11号）10億3,664万円
（第12号）   ５億1,469万円
 （第13号） 26億　634万円

551億8,256万円

令和３年度補正予算関係議案などを、３つの常任委員会に付託し、審査を行いました（質疑より抜粋）

常任委員会 委員長報告常任委員会 委員長報告

障害児通所給付費について
障害児通所給付費の一般財源の増額理由を
伺う。
放課後等デイサービスなどの利用者の増加や
１人あたりの利用日数の増に加え、新規事業
所の参入や単価改正により扶助費が増大して
いるためです。

３回目のワクチン接種について
６５歳以上の方に対する３回目のワクチン接種
は、前回の反省点を踏まえ、どのような対応
となるのか。
集団接種会場で接種された６５歳以上の方には
事前に場所と日時を指定して通知し、予約しな
くても接種できるようにしたいと考えています。

QQQ QQQ

AAA
AAA

文教厚生
委員会
委員長
嶺岡慎悟

森の都ならここの里の指定管理者について
指定期間 2年の根拠を伺う。
ならここを中心とした原泉地区全体の更なる
活性化を目的に、丁寧かつ円滑な民間譲渡を
進めるにあたり、2 年間で様々な調整作業を
終えることができると判断し2年としました。

掛川市再開発住宅の指定管理者について
指定管理をするメリットについて伺う。
県営住宅142 団地すべての管理をしている実
績を持ち、365日・24 時間の対応、緊急時
での迅速対応、5カ国語対応、高齢者に電話
で安否確認の独自サービス等、多くのメリット
を感じています。

QQQ QQQ
AAA AAA

環境産業
委員会
委員長
藤原正光

財政調整基金等積立金費について
財政調整基金を繰り入れての補正予算編成で
あるが、今後、国庫補助金等により基金が補
填される見込みはあるのか伺う。
今後、国の補正予算による交付金等の追加交
付が見込まれますが、まずは、各事業の財源と
して活用することが想定されるため、財政調整
基金の回復にまで繋がるかは、不明です。

救急活動費について
医療廃棄物の処理の委託先及び処理の流れに
ついて伺う。
静岡市内の業者に委託しており、段ボール１箱
程度の回収ボックスが一杯になったら、その都
度、回収に来るという流れになっています。

総務
委員会
委員長
寺田幸弘

QQQ QQQ

AAA
AAA
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11月定例会における審議結果一覧11月定例会における審議結果一覧11月定例会における審議結果一覧

条
　
例

掛川市手数料条例の一部改正について

掛川市議会の議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正について

掛川市特別職の職員で常勤のものの給料等
に関する条例の一部改正について

掛川市教育長の給与及び勤務時間等に関
する条例の一部改正について

そ
の
他

掛川市・菊川市衛生施設組合規約の変更に
ついて

字の区域の変更について（板沢地区）

公の施設の指定管理者の指定について（掛川
市清水邸）

公の施設の指定管理者の指定について
 （遠州南部とうもんの里総合案内所）

■賛否の分かれた議案 （賛成多数可決）　　 ○○賛成　×反対 －欠席
創 世 会 新しい風 SKK＊ 共産＊ 共掛＊ 志＊

松
本
　　　
均
＊

安
田

彰

石
川
紀
子

鷲
山
記
世

髙
橋
篤
仁

山
田
浩
司

藤
原
正
光

寺
田
幸
弘

山
本
裕
三

二
村
禮
一

橋
本
勝
弘

松
浦
昌
巳

嶺
岡
慎
悟

藤
澤
恭
子

窪
野
愛
子

山
本
行
男

大
井

正

勝
川
志
保
子

鈴
木
久
裕

富
田
ま
ゆ
み

草
賀
章
𠮷

令和３年度掛川市一般会計補正予算
（第12号）について

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和３年度掛川市国民健康保険特別
会計補正予算（第３号）について

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

公の施設の指定管理者の指定について
（掛川市森の都ならここの里）

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × × × ◯◯

公の施設の指定管理者の指定について
（掛川市再開発住宅）

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

公の施設の指定管理者の指定について
（掛川市住環境整備モデル住宅）

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

掛川市職員の給与に関する条例等の
一部改正について

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯  －

議員名

議案名

■賛否の分かれた議案（賛成少数否決)
公の施設の指定管理者の指定に対する修
正案（掛川市森の都ならここの里）

× × × × × × × × × × × × × × × ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

■全会一致で可決・同意

予
　
　
　
　
算

令和３年度掛川市一般会計補正予算（第11
号）について

令和３年度掛川市一般会計補正予算（第13
号）について

令和３年度掛川市後期高齢者医療保険特別
会計補正予算（第２号）について

令和３年度掛川市介護保険特別会計補正
予算（第２号）について

令和３年度掛川市水道事業会計補正予算
（第１号）について

令和３年度掛川市公共下水道事業会計補正
予算（第２号）について

令和３年度掛川市農業集落排水事業会計
補正予算（第２号）について

令和３年度掛川市浄化槽市町村設置推進
事業会計補正予算（第１号）ついて

人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて

人
事

「横須賀高等学校の存続を求める意見書」
の提出について

議
発

＊議長（松本　均）は、採決には参加しません ＊ SKK▶市民派・公明倶楽部　共産▶日本共産党議員団　共掛▶共に創る掛川　志▶志誠会
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